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一般質問一般質問

具
体
的
な
人
口
減
少
対
策
は

　

本
町
の
人
口
は
、
昭
和
31
年
の
１

万
１
７
３
６
人
を
ピ
ー
ク
に
現
在
は

３
０
０
０
人
を
下
回
り
、
急
速
な
人

口
減
少
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
都
市
部
か
ら
地
方
移
住

が
増
え
田
舎
の
魅
力
に
注
目
が
集
ま

る
一
方
で
、
自
治
体
毎
の
主
体
性
が

求
め
ら
れ
他
市
町
村
と
の
差
別
化
を

図
り
対
策
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

奥
山
町
長

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
基
づ
き
、
各
種
事
業
を
進
め

て
き
た
が
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
ま
で
合
計
６
７
０
人
の
人
口
が

減
少
し
て
い
る
。

　
こ
の
対
策
と
し
て
、
移
住
体
験
事

業
や
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の
紹

介
、
エ
コ
コ
テ
ー
ジ
を
活
用
し
た
移

住
促
進
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り

構
想
を
き
っ
か
け
に
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
る
よ
う
な
先
進
的
施
策
に
取
り

組
み
、
全
国
的
な
モ
デ
ル
に
な
る
よ

う
な
事
業
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
官
民
連
携
を
強
化
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
和
寒
町
の
魅
力
を
発
信

し
関
係
人
口
か
ら
交
流
人
口
、
そ
し

て
移
住
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

○
再
質
問

　

国
の
地
方
創
生
移
住
支
援
事
業

で
、
北
海
道
の
１
３
６
市
町
村
が
移

住
対
象
連
携
と
な
る
一
方
で
、
本
町

が
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
背
景
は
。

総
務
課
長

　
平
成
31
年
に
国
か
ら
実
施
計
画
の

作
成
及
び
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
た

が
、
他
の
事
業
も
あ
り
見
送
っ
た
。

○
再
質
問

　

平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

奨
学
金
貸
付
金
減
免
制
度
の
利
用
者

は
、
現
在
２
名
し
か
い
な
い
。

　

奨
学
金
支
援
事
業
は
、
抜
本
的
対

策
に
乗
り
出
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
、
本
町
も
制
度
や
支
援
内
容
の
拡

充
、
対
象
者
の
見
直
し
等
の
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
。

沓
澤
教
育
長

　
国
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
支

援
内
容
や
奨
学
資
金
等
の
在
り
方
を

改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

遠
山
優
太
議
員

問 人口減少対策の抜本的な取り組みは

答 ふくしのまちづくり構想を
　　きっかけに先進的施策に取り組む
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